
 住民提供の震災前後の様子を電子化して保全     記録を伝える事業 No1 

     伝統芸能は３００年以上も、震災の直前まで伝承され、人が繋がり 
        自然と共存した循環型の農業も行われていました 
      いつの日か、未来に役立つようにと皆で願っての文化保全です 

   
田植踊（浪江町津島）                神楽７芸の一つ 

   
三匹獅子舞                            田植踊（浪江町請戸） 

     

   



 文化保全の取材や資料収集の様子         記録を伝える事業 No2 

     



パネル展の様子 ＜2021年２月福島 AOS アオウゼにて＞      記録を伝える事業 No3  

     雪の中の３日間、たくさんの方が来場しました 
コロナ禍で開催はこの１回でしたが、写真提供やビデオ制作をとおして 
避難がつづく帰還困難区域の住民が交流をすることができました 

 
  
                       
 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

 
葛尾村復興アゼリア館でも展示されました 

  



帰還困難区域の住民提供の写真から～未来へのメッセージ 記録を伝える事業 No4 

作成パネルは１００枚（一部です）震災の風化を止め、減災を 

故郷に帰れない人々の想いを伝え、帰還困難区域の復興途中の様子、自然の様子を見ることができます 

                                解説は住民主体で、英訳あり 
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